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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年12月期第１四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年12月期第１四半期 15,602 29.9 987 75.7 1,049 77.0 729 70.7 

29年12月期第１四半期 12,013 8.8 561 10.2 592 22.1 427 63.7 
 
（注）包括利益 30年12月期第１四半期 629 百万円 （45.8％）   29年12月期第１四半期 432 百万円 （259.3％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年12月期第１四半期 65.81 － 

29年12月期第１四半期 38.62 － 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年12月期第１四半期 35,557 15,790 44.4 1,424.82 

29年12月期 35,383 15,492 43.8 1,397.97 
 
（参考）自己資本 30年12月期第１四半期 15,786 百万円   29年12月期 15,489 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年12月期 － 15.00 － 30.00 45.00 
30年12月期 －        

30年12月期（予想）   20.00 － 30.00 50.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無 

 

３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 28,500 12.2 1,350 0.2 1,400 1.2 970 0.0 87.54 

通期 56,500 9.3 2,800 11.0 2,800 8.4 1,900 1.7 171.48 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期１Ｑ 11,155,979 株 29年12月期 11,155,979 株 

②  期末自己株式数 30年12月期１Ｑ 75,970 株 29年12月期 75,903 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期１Ｑ 11,080,047 株 29年12月期１Ｑ 11,061,930 株 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将

来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境や所得環境の改善がみられ、生産活動においても緩

やかな拡大傾向が継続し、景気は全般的に堅調に推移しました。

世界経済におきましては、米国の保護主義的な政策運営や中東・東アジアでの地政学リスク等の影響が懸念さ

れ、先行き不透明な状況が続きました。

当社グループの属しておりますエレクトロニクス業界におきましては、自動車の電装化や様々な生産現場におけ

る作業の自動化の進展に伴い、電子部品や生産設備の需要が増加しました。

このような状況下、当社グループは、「第９次中期経営計画（平成29年～平成32年）」の基本方針に基づき、オ

リジナル製品の拡販や新市場の開拓、海外事業の拡大に取組みました。

この結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間の売上高は15,602百万円（前年同期比29.9％増）、営業利

益は987百万円（前年同期比75.7％増）、経常利益は1,049百万円（前年同期比77.0％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は729百万円（前年同期比70.7％増）となりました。

 

 セグメント別の概況は以下のとおりであります。

 

国内販売事業

当セグメントにつきましては、電子機器及び部品では、通信機器や車載用電子部品の生産設備向けに「画像関連

機器・部品」のカメラやレンズの販売が、半導体やロボット産業の生産設備向けに「電子部品＆アセンブリ商品」

のコネクタや機器組立配線の販売が、データセンター向けに大型無停電電源装置（ＵＰＳ）の販売が、それぞれ好

調に推移しました。製造装置では、レーザーダイオードの生産用に電子部品製造装置の販売が、半導体や半導体材

料の生産用に半導体・ＦＰＤ製造装置の販売が、それぞれ好調に推移したことから売上、利益共に前年同期の実績

を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は13,225百万円（前年同期比32.0％増）、セグメント利益（営業利益）は490

百万円（前年同期比21.0％増）となりました。 

 

国内製造事業 

当セグメントにつきましては、製造装置を手掛ける装置事業部門は、半導体・ＦＰＤ製造装置や電子部品製造装

置の販売が好調に推移しました。また、電子機器及び部品を手掛ける部品事業部門は、電源機器や特殊コネクタの

販売が好調に推移したことから売上、利益共に前年同期の実績を上回りました。 

この結果、当セグメントの売上高は837百万円（前年同期比31.7％増）となり、セグメント間の内部売上を含め

た合計は2,376百万円（前年同期比34.5％増）となりました。また、セグメント利益（営業利益）は365百万円（前

年同期比384.1％増）となりました。 

 

海外子会社

当セグメントにつきましては、北米市場にて「電子部品＆アセンブリ商品」「電子部品製造装置」の販売が減少

しましたが、中国及び韓国市場にて「半導体」「画像関連機器・部品」の販売が伸長したことから売上、利益共に

前年同期の実績を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は1,539百万円（前年同期比13.1％増）、セグメント利益（営業利益）は143百

万円（前年同期比27.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は29,255百万円となり、前連結会計年度末に比べ229百万円増加

いたしました。これは主に仕掛品が1,524百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が1,110百万円、商品及び製

品が518百万円増加したことによるものであります。固定資産は6,302百万円となり、前連結会計年度末に比べ55百

万円減少いたしました。これは主に投資その他の資産が24百万円減少したことによるものであります。

 この結果、総資産は35,557百万円となり、前連結会計年度末に比べ174百万円増加いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は16,593百万円となり、前連結会計年度末に比べ103百万円減少

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が492百万円増加したものの、流動負債その他に含まれる前受金が

521百万円減少したことによるものであります。固定負債は3,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ20百万円

減少いたしました。

 この結果、負債合計は19,767百万円となり、前連結会計年度末に比べ123百万円減少いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は15,790百万円となり、前連結会計年度末に比べ297百万円増

加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益729百万円の計上、剰余金の配当332百万円の支払

いによるものであります。

 この結果、自己資本比率は44.4％となり、前連結会計年度末との比較で0.6ポイント上昇いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの属しておりますエレクトロニクス業界におきましては、自動車の電装化に伴う電子部品や生産設

備、中国市場を中心とした半導体関連の生産設備の需要が好調に推移しております。この様な事業環境や当第１四

半期連結累計期間の業績を踏まえて、平成30年２月７日に公表いたしました「平成29年12月期決算短信」に記載の

第２四半期連結累計期間の業績予想数値を修正いたしました。 

 

平成30年12月期 第２四半期連結累計期間業績予想数値 

 
売上高 

（百万円） 

営業利益 

（百万円） 

経常利益 

（百万円） 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

（百万円） 

１株当たり 
四半期純利益 
（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 28,000 1,250 1,250 850 76.71 

今回修正予想（Ｂ） 28,500 1,350 1,400 970 87.54 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 100 150 120 － 

増減率(％） 1.8 8.0 12.0 14.1 － 

（ご参考） 

前期（平成29年12月期

第２四半期）実績 

25,410 1,347 1,383 970 87.84 

また、通期の業績につきましては、米国の政策運営や中東・東アジアにおける地政学リスク、為替市場の影響な

ど先行き不透明な状況であることから、現時点においては平成30年２月７日公表の業績予想数値を据え置くことと

いたしました。

なお、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後、様々な

要因によって予想数値と異なる可能性があります。今後、業績予想に関して修正の可能性が生じた場合には、速や

かに開示する予定であります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,124,988 5,562,710 

受取手形及び売掛金 11,948,266 13,059,255 

電子記録債権 5,295,514 5,541,005 

商品及び製品 2,028,015 2,546,021 

仕掛品 3,030,345 1,505,509 

原材料 328,130 326,916 

その他 1,270,803 714,341 

貸倒引当金 △341 △206 

流動資産合計 29,025,722 29,255,554 

固定資産    

有形固定資産 4,149,677 4,120,129 

無形固定資産 79,406 77,654 

投資その他の資産    

その他 2,135,178 2,110,931 

貸倒引当金 △6,692 △6,692 

投資その他の資産合計 2,128,486 2,104,239 

固定資産合計 6,357,569 6,302,023 

資産合計 35,383,291 35,557,577 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,535,324 7,027,375 

電子記録債務 6,522,875 6,335,167 

短期借入金 310,962 291,922 

1年内返済予定の長期借入金 239,996 239,996 

未払法人税等 476,617 508,061 

賞与引当金 91,445 452,940 

その他の引当金 58,108 45,326 

その他 2,461,169 1,692,695 

流動負債合計 16,696,499 16,593,485 

固定負債    

長期借入金 311,678 276,679 

退職給付に係る負債 2,791,080 2,804,879 

資産除去債務 46,943 47,131 

その他 44,139 45,070 

固定負債合計 3,193,841 3,173,759 

負債合計 19,890,341 19,767,244 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,200,708 2,200,708 

資本剰余金 2,542,815 2,542,815 

利益剰余金 10,550,928 10,947,739 

自己株式 △57,946 △58,107 

株主資本合計 15,236,506 15,633,156 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 663,209 624,647 

繰延ヘッジ損益 △489 △407 

為替換算調整勘定 △26,571 △99,682 

退職給付に係る調整累計額 △383,070 △370,747 

その他の包括利益累計額合計 253,077 153,809 

非支配株主持分 3,366 3,366 

純資産合計 15,492,950 15,790,332 

負債純資産合計 35,383,291 35,557,577 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 12,013,349 15,602,158 

売上原価 9,312,669 12,414,274 

売上総利益 2,700,680 3,187,883 

販売費及び一般管理費 2,138,755 2,200,639 

営業利益 561,924 987,244 

営業外収益    

受取利息 565 757 

受取配当金 1,256 1,643 

保険配当金 13,735 6,194 

為替差益 29,062 － 

補助金収入 － 58,648 

雑収入 8,257 7,469 

営業外収益合計 52,878 74,713 

営業外費用    

支払利息 6,052 2,985 

手形売却損 472 391 

為替差損 － 2,693 

売上割引 3,515 3,716 

雑損失 11,765 2,471 

営業外費用合計 21,806 12,258 

経常利益 592,996 1,049,699 

特別利益    

固定資産売却益 1,397 3,531 

特別利益合計 1,397 3,531 

特別損失    

固定資産除売却損 99 43 

特別損失合計 99 43 

税金等調整前四半期純利益 594,293 1,053,187 

法人税、住民税及び事業税 268,357 451,111 

法人税等調整額 △101,256 △127,137 

法人税等合計 167,100 323,974 

四半期純利益 427,193 729,213 

親会社株主に帰属する四半期純利益 427,193 729,213 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

四半期純利益 427,193 729,213 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 44,754 △38,561 

繰延ヘッジ損益 △5,068 82 

為替換算調整勘定 △46,221 △73,111 

退職給付に係る調整額 11,389 12,322 

その他の包括利益合計 4,852 △99,268 

四半期包括利益 432,046 629,945 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 432,046 629,945 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  国内販売事業 国内製造事業 海外子会社 計 

売上高            

外部顧客への売上高 10,016,272 635,580 1,361,496 12,013,349 － 12,013,349 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
410,857 1,130,584 31,908 1,573,350 △1,573,350 － 

計 10,427,130 1,766,165 1,393,405 13,586,700 △1,573,350 12,013,349 

セグメント利益 405,289 75,481 113,062 593,833 △31,908 561,924 

（注）１．セグメント利益の調整額△31,908千円には、セグメント間取引消去△8,778千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△23,129千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  国内販売事業 国内製造事業 海外子会社 計 

売上高            

外部顧客への売上高 13,225,067 837,273 1,539,816 15,602,158 － 15,602,158 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
398,334 1,538,986 40,331 1,977,653 △1,977,653 － 

計 13,623,402 2,376,260 1,580,148 17,579,812 △1,977,653 15,602,158 

セグメント利益 490,478 365,396 143,856 999,732 △12,487 987,244 

（注）１．セグメント利益の調整額△12,487千円には、セグメント間取引消去△1,437千円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△11,049千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販

売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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